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議議会会のの新新構構成成
任期満了に伴う町議会議員選挙が2月9日に行われ、新たな議員16人が選ばれました。任期

は令和2年2月29日から令和6年2月28日までの4年間です。
改選後、初の臨時議会が3月2日に招集され、議会の構成が決まりました。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

第43代議長 西川良夫氏 第41代副議長 平石賢治氏

議議
長長
就就
任任
のの
御御
挨挨
拶拶

議
会
議
長

西
川

良
夫

3
月
2
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
全
議
員
の
意
見
を
尊
重
し
町
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
応

え
得
る
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
自
由
主
義
政
策
に
よ
り
我
が
国
は
1
9
9
7
年
を
境
に
デ
フ
レ
経

済
に
陥
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
10
％
の
消
費
税
増
税
に
よ
り
昨

年
10
月
か
ら
12
月
期
ま
で
の
デ
ー
タ
は
年
率
マ
イ
ナ
ス
7
・
1
％
と
悪

化
し
た
上
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
一
層
危
機
的
状
況

が
増
し
て
き
ま
し
た
。
政
府
に
対
し
て
思
い
切
っ
た
財
政
政
策
を
講
じ

る
よ
う
与
党
議
員
か
ら
も
「
50
兆
円
の
補
正
予
算
、
躊
躇
な
く
国
債
発

行
」
「
被
雇
用
者
に
対
し
て
休
業
補
償
、
企
業
に
対
し
て
失
わ
れ
た
利

益
1
0
0
％
の
粗
利
保
障
」
「
消
費
税
、
当
分
の
間
軽
減
税
率
0
％
」

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
依
存
の
見
直
し
、
内
需
主
導
型
政
策
に
転
換
」
、
こ

の
提
言
は
デ
フ
レ
脱
却
の
政
策
転
換
で
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
財
源
問
題

を
気
に
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
2
0
0
2
年
に
財
務
省
が
格
付
会
社

3
社
に
送
っ
た
意
見
書
に
「
日
本
や
米
国
な
ど
自
国
通
貨
を
発
行
す
る

国
が
国
債
発
行
に
よ
る
デ
フ
ォ
ル
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
主
張
し

た
財
務
省
の
公
式
見
解
か
ら
も
緊
縮
財
政
は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

政
治
の
良
し
悪
し
は
国
民
主
権
で
あ
る
以
上
国
民
の
責
任
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
最
前
線
に
い
る
の
が
地
方
議
会
で
す
。
皆
様
の
御
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
県
や
国
政
に
繋
ぎ
課
題
解
決
に
取
り
組
む
責
任
を

負
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の
研
さ
ん
を
重
ね
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
な
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 議 長

西川 良夫

副議長
平石 賢治

常常
任任
委委
員員
会会

〈
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

森

伸
二

副
委
員
長

永
浜

浩
幸

委

員

前
田

晃
良

委

員

竹
内

君
彦

委

員

小
川

幸
英

委

員

平
石

賢
治

〈
建
設
産
業
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

近
藤

祐
司

副
委
員
長

米
本

義
博

委

員

鳥
海

典
昭

委

員

佐
野

慶
一

委

員

森

志
郎

〈
厚
生
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

紙
永

芳
夫

副
委
員
長

宮
本

影
子

委

員

林

茂

委

員

奥
村

晴
明

委

員

西
川

良
夫

特特
別別
委委
員員
会会

〈
防
災
対
策
特
別
委
員
会
〉

委
員
長

近
藤

祐
司

副
委
員
長

前
田

晃
良

委

員

竹
内

君
彦

委

員

米
本

義
博

委

員

永
浜

浩
幸

委

員

鳥
海

典
昭

委

員

小
川

幸
英

委

員

林

茂

委

員

平
石

賢
治

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〉

委
員
長

紙
永

芳
夫

副
委
員
長

森

伸
二

委

員

前
田

晃
良

委

員

竹
内

君
彦

委

員

奥
村

晴
明

〈
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
〉

委
員
長

米
本

義
博

副
委
員
長

紙
永

芳
夫

委

員

永
浜

浩
幸

委

員

宮
本

影
子

【副議長 平石賢治氏の略歴】
平成20年2月初当選。4期目。
第36代副議長、第39代副議長、厚生常任委員会委員長、
特別委員会の委員長などを歴任。

【議長 西川良夫氏の略歴】
平成20年2月初当選。4期目。
第35代副議長、総務文教常任委員会委員長、特別委員会
の委員長などを歴任。
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常常任任委委員員会会のの顔顔ぶぶれれ

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

委 員 長
森 伸二

副委員長
永浜 浩幸

委 員
前田 晃良

委 員
竹内 君彦

委 員
小川 幸英

委 員
平石 賢治

建建
設設
産産
業業
常常
任任
委委
員員
会会

委

員

森

伸
二

委

員

奥
村

晴
明

委

員

佐
野

慶
一

委

員

森

志
郎

委

員

平
石

賢
治

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会

委
員
長

森

志
郎

副
委
員
長

佐
野

慶
一

委

員

森

伸
二

委

員

近
藤

祐
司

委

員

紙
永

芳
夫

委

員

鳥
海

典
昭

一一
部部
事事
務務
組組
合合
等等

議議
会会
議議
員員

〈
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
〉

米
本

義
博

前
田

晃
良

〈
板
野
西
部
青
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
〉

西
川

良
夫

平
石

賢
治

〈
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
〉

平
石

賢
治

監監
査査
委委
員員

〈
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
る
監
査
委
員
〉

佐
野

慶
一

（
敬
称
略
）

徳徳
島島
県県
町町
村村
議議
会会

議議
長長
会会
表表
彰彰

2
月
28
日
、
徳
島
県
町

村
議
会
議
長
会
第
71
回
定

期
総
会
に
お
い
て
、
自
治

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
（
11
年
以
上
在
職
）

委 員 長
近藤 祐司

副委員長
米本 義博

委 員
鳥海 典昭

委 員
佐野 慶一

委 員
森 志郎

厚厚
生生
常常
任任
委委
員員
会会

委 員 長
紙永 芳夫

副委員長
宮本 影子

委 員
林 茂

委 員
奥村 晴明

委 員
西川 良夫

平石 賢治
副議長
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～～町町長長提提案案～～
● 令和元年度藍住町一般会計補正予算 ………………………………………………………………………………可決
● 令和元年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算 ……………………………………………………可決
● 令和元年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算 …………………………………………………………可決
● 令和元年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算 …………………………………………………可決
● 令和元年度藍住町特別会計（下水道事業）補正予算 ……………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町一般会計予算 ……………………………………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）予算 …………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町特別会計（介護保険事業）予算 ………………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町特別会計（介護サービス事業）予算 …………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）予算 ………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町下水道事業会計予算 ……………………………………………………………………………可決
● 令和2年度藍住町水道事業会計予算 ………………………………………………………………………………可決
● 職員定数条例の一部改正 ……………………………………………………………………………………………可決
● 藍住町の職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ……………………………………………………………可決
● 藍住町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正 ………………………………可決
● 常勤特別職の給与に関する条例の一部改正 ………………………………………………………………………可決
● 藍住町手数料徴収条例の一部改正 …………………………………………………………………………………可決
● 藍住町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 ………可決
● 藍住町老人憩の家設置及び管理に関する条例の一部改正 ………………………………………………………可決
● 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 …可決
● 藍住町適応指導教室の設置及び管理に関する条例の制定 ………………………………………………………可決
● 藍住町国民健康保険出産費資金貸付基金条例の廃止 ……………………………………………………………可決
● 藍住町公共下水道事業減債基金条例の廃止 ………………………………………………………………………可決
● 藍住町高額療養費資金貸付条例及び藍住町高額療養費資金貸付基金条例の廃止 ……………………………可決
● 町道の路線認定 ………………………………………………………………………………………………………可決
● 町道の路線廃止 ………………………………………………………………………………………………………可決
● 町道の路線変更 ………………………………………………………………………………………………………可決
● 指定管理者の指定（藍住町歴史館「藍の館」）……………………………………………………………………可決

～～議議員員提提案案～～
● 議員派遣の件 …………………………………………………………………………………………………………可決

～～報報 告告～～
● 令和2年度藍住町土地開発公社の事業計画
● 専決処分の報告（町営住宅明渡請求）

～～陳陳 情情～～
1件の陳情があり、議員に配布しました。
●種苗法改訂に関する国等への意見書の提出を求める陳情
陳情者 「私たちの食と農は安全か？」種子を守る会・徳島 代表 柴田 憲德

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政、議会だよりに関する御意見をお寄せください。

①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③字数は500字以内。
④投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

定定 例例 会会 案案 内内
本会議を傍聴しませんか
次の定例会は6月です。

�����������������������������
（定例会日程や議会だよりについてはホームページで掲載しています。そちらをごらんください。）

次号は8月に発行します。
詳しくは議会事務局まで

お問い合わせ ● 議会事務局☎637－3127

3月定例会

投 稿 規 定投 稿 規 定

3月議会定例会が3月9日から23日までの15日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
髙橋町長は令和2年度の所信表明を行いました。詳細については、広
報あいずみ4月号に掲載しています。
一般質問では2人の議員が登壇し、町政について質問しました。

2020（令和2）．5．25 藍住町議会だより101号 ４



地方譲与税・交付金
8億5,728万円（7.7%）

財産収入3億344万円（2.7%）
分担金及び負担金 5,217万円（0.5%）

繰越金 1億円（0.9%）
諸収入 2,804万円（0.2%）

繰入金
5億9,741万円（5.3%）

使用料・手数料
3億4,459万円
（3.1%）

寄附金
1,501万円
（0.1%）

町税
40億6,136万円（36.3%）

町民税
18億1,650万円
（16.2%）

固定資産税
19億4,199万円
（17.3%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.7%）

軽自動車税
1億1,287万円
（1.0%）

地方譲与税・交付金
繰入金
5億9,741万円

使用
3億
（3.

町税
40億6,136万円

町民税
18億1
（16.2%

固
1
（

た
1億
（1

軽
1
（

歳　入
112億円

自主財源自主財源依存財源依存財源

55億
202万円

（49.1%）

55億
202万円

（49.1%）

56億
9,798万円

（50.9%）

56億
9,798万円

（50.9%）

国庫支出金
17億
5,429万円
（15.7%）

国庫支出金
17億
5,429万円
（15.7%）

地方交付税
13億円（11.6%）
地方交付税
13億円（11.6%）

県支出金
10億1,241万円
（9.0%）

県支出金
10億1,241万円
（9.0%）

地方債  7億7,400万円（6.9%）地方債  7億7,400万円（6.9%）
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歳　出
〈目的別〉
112億円

予備費・その他
4,956万円（0.4%）
予備費・その他
4,956万円（0.4%）

公債費
8億
5,005万円
（7.6%）

公債費
8億
5,005万円
（7.6%）

教育費
17億
7,690万円
（15.9%）

教育費
17億
7,690万円
（15.9%）

消防費
7億262万円
（6.3%）

消防費
7億262万円
（6.3%）

土木費
5億2,768万円
（4.7%）

土木費
5億2,768万円
（4.7%）

商工業費
2,896万円
（0.3%）

商工業費
2,896万円
（0.3%）
農林水産業費
1億3,079万円
（1.2%）

農林水産業費
1億3,079万円
（1.2%） 労働費

1,193万円（0.1%）
労働費
1,193万円（0.1%）

衛生費
12億8,137万円
（11.4%）

衛生費
12億8,137万円
（11.4%）

民生費
46億
5,223万円
（41.5%）

民生費
46億
5,223万円
（41.5%）

総務費
10億
7,922万円
（9.6%）

総務費
10億
7,922万円
（9.6%）

議会費
1億862万円（1.0%） 
議会費
1億862万円（1.0%） 

災害復旧費
7万円（0.0%） 
災害復旧費
7万円（0.0%） 

・保育所総務費施設型給付費 6億7，710万円
・保育所等整備事業補助金 3億2，173万円
・子どもはぐくみ医療扶助費 1億9，728万円
・農林水産業費 1，724万円
（若手の新規就農支援、経営体育成支援事業補助金等）
・小学校総務費 4，250万円
（西小渡り廊下、北小プール、東小体育館トイレ改修等）
・総合文化ホール管理費・事業費 7，173万円

総 務 費
◆藍染普及推進事業費（勝瑞藍工房整備工事） 1億2，300万円
民 生 費

◆国保会計繰出金 3，948万円

消 防 費
◆同報系防災行政無線デジタル化整備事業 △4，030万円
教 育 費

◆公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業 1億9，140万円

前年度当初予算対比
1．80％
△4．56％
1．40％

△19．46％
5．28％

※ －

△0．97％
385．23％

予 算 額
112億円

34億5，000万円
27億436万円
636万円

3億7，900万円
2億4，128万6千円
3億5，403万2千円
5億1，873万円
11億2，666万円

会 計 名
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
後期高齢者医療事業

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

下水道事業

水道事業

特

別

会

計

補正後の額
35億円

27億4，076万円
3億7，306万円
4億1，600万円

補 正 額
△1億1，500万円

7，376万円
1，306万円
30万円

会 計 名
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
下 水 道 事 業

令和元年度一般会計補正予算令和元年度一般会計補正予算

令和元年度特別会計補正予算令和元年度特別会計補正予算

※予算等に関する主な質疑については P6～7をご覧ください。

～主な補正の内容
（1万円未満四捨五入）～

一般会計の主な事業・新事業
（1万円未満四捨五入）

一般会計の主な事業・新事業
（1万円未満四捨五入）

を可決を可決
前年度当初予算対比1．8％増前前年年度度当当初初予予算算対対比比11．．88％％増増

（1万円未満四捨五入）

一般会計112億円一般会計112億円

117億7，200万円

令和 2年度一般会計当初予算令令和和 22年年度度一一般般会会計計当当初初予予算算

歳出

予 算 総 額予 算 総 額

令和2年度一般会計・特別会計当初予算

※令和2年度から公営企業会計への移行に伴う会計区分の変更により今年度のみの表示
になっています。

3億4，000万円増額歳入歳出それぞれ歳入歳出それぞれ

歳入

５ 101号2020（令和2）．5．25 藍住町議会だより
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厚厚
生生
常常
任任
委委
員員
会会

令令
和和
22
年年
度度

一一
般般
会会
計計
当当
初初
予予
算算

〜
社
会
保
障
費
〜

問
社
会
保
障
費
関
係
の
財

源
内
訳
は
。

答
地
方
消
費
税
交
付
金
と

し
て
、
令
和
2
年
度
予

算
6
億
7
8
1
4
万
4
千
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
前
年
と
比

べ
て
約
1
億
1
5
0
0
万
円
増

額
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昨
年

10
月
か
ら
消
費
税
が
10
％
に
上

が
っ
た
た
め
で
あ
り
、2
・
2
％

が
地
方
消
費
税
分
。
増
税
分
に

つ
い
て
は
社
会
保
障
財
源
に
す

る
と
い
う
取
り
決
め
が
あ
り
、

社
会
保
障
財
源
は
、
社
会
保
障

費
、
民
生
費
、
衛
生
費
に
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
細

か
な
使
途
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
一
般
財
源
と
し
て
組
み

込
ん
で
い
る
。

令令
和和
元元
年年
度度

国国
民民
健健
康康
保保
険険
事事
業業
補補
正正
予予
算算

〜
審
査
支
払
手
数
料
〜

問
1
2
3
1
万
円
と
い
う

審
査
支
払
手
数
料
に
つ

い
て
、
レ
セ
プ
ト
1
枚
当
た
り

の
単
価
と
全
体
の
件
数
は
、
ま

た
、
町
は
レ
セ
プ
ト
点
検
を
し

て
い
る
の
か
。

答
単
価
は
1
件
当
た
り
87

円
で
、
件
数
は
約
17
万

5
千
件
、
藍
住
町
で
も
レ
セ
プ

ト
点
検
は
し
て
い
る
。

問
レ
セ
プ
ト
点
検
の
中
で

高
額
な
医
療
給
付
が
あ

る
場
合
、
保
健
指
導
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
高
額
な
医
療
給
付
を
受

け
て
い
る
方
に
保
健
指

導
と
い
う
の
は
な
か
な
か
そ
ぐ

わ
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
重

症
化
し
な
い
、
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
意
味
で

の
保
健
予
防
と
し
て
健
康
体
操

等
を
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

〜
第
三
者
納
付
金
〜

問
第
三
者
納
付
金
と
は
何

か
。

答
交
通
事
故
に
伴
う
保
険

の
納
付
金
。

令令
和和
22
年年
度度

国国
民民
健健
康康
保保
険険
事事
業業
当当
初初
予予
算算

〜
保
険
給
付
費
〜

問
保
険
給
付
費
に
つ
い
て

対
前
年
度
比
で
1
億

6
0
0
万
円
減
額
、
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
対
前
年
度
比

で
2
6
7
1
万
円
減
額
し
て
い

る
が
内
容
は
。

答
保
険
者
が
負
担
す
る
保

険
給
付
費
の
大
部
分
は

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付

金
で
賄
わ
れ
る
一
方
、
市
町
村

が
県
に
対
し
て
納
付
金
を
納
め

る
た
め
の
財
源
に
は
保
険
税
が

充
て
ら
れ
て
い
る
。
納
付
金
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
過
去
3
年

間
の
医
療
費
の
平
均
を
県
が
算

定
し
て
納
付
金
額
を
請
求
さ
れ

る
の
で
、
医
療
費
が
下
が
っ
て

も
直
ち
に
町
が
納
め
る
納
付
金

が
減
る
わ
け
で
な
く
、
保
険
税

に
つ
い
て
も
被
保
険
者
の
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
た
め
1
人
当

た
り
の
負
担
が
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
。

〜
出
産
育
児
諸
費
〜

問
前
年
度
と
比
べ
る
と

6
3
0
万
円
減
少
し
て

い
る
が
、
国
保
加
入
者
の
出
産

人
数
は
。

答
国
保
加
入
者
の
出
産
人

数
は
減
少
し
て
お
り
、

人
数
は
25
人
。

令令
和和
元元
年年
度度

介介
護護
保保
険険
事事
業業
補補
正正
予予
算算

〜
介
護
給
付
費
県
負
担
金
〜

問
介
護
給
付
費
県
負
担
金

が
2
2
8
0
万
円
の
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
減
少

し
た
の
か
。

答
当
初
の
見
込
み
に
ず
れ

が
生
じ
た
た
め
訂
正
し

た
。令令

和和
22
年年
度度

介介
護護
保保
険険
事事
業業
当当
初初
予予
算算

〜
低
所
得
者
保
険
料

軽
減
繰
入
金
〜

問
保
険
料
の
軽
減
基
準

は
。

答
保
険
料
の
段
階
は
3
段

階
あ
り
、
第
1
段
階
で

約
1
3
0
0
人
、
第
2
段
階
で

約
7
0
0
人
、
第
3
段
階
で
約

6
0
0
人
が
軽
減
を
受
け
て
い

る
。
第
1
段
階
は
基
準
額
の

37
・
5
％
で
、月
額
2
3
8
0
円
、

第
2
段
階
は
月
額
3
9
7
0
円
、

第
3
段
階
は
月
額
4
6
1
0
円

の
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

常常 任任 委委 員員 会会 主主 なな 質質 疑疑

3月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に

各委員長から審査結果の報告がありました。
主な質疑・意見については次のとおりです。
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建建
設設
産産
業業
常常
任任
委委
員員
会会

令令
和和
22
年年
度度

一一
般般
会会
計計
当当
初初
予予
算算

〜
林
業
振
興
費
〜

問
事
業
費
の
内
容
は
。

答
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
に
関
す
る

法
律
が
施
行
と
な
り
、
森
林
環

境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
、
間
伐
や
人
材
育

成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
の

利
用
促
進
や
普
及
啓
発
を
す
る

た
め
に
交
付
さ
れ
る
。

〜
勝
瑞
地
区
等
湛
水
防
除

事
業
負
担
金
〜

問
前
年
度
に
対
し
て
約

5
0
0
万
円
増
額
し
て

い
る
が
、
ど
う
い
う
事
業
か
。

答
源
九
郎
川
の
千
間
堀
の

下
の
排
水
機
場
、
電
源

盤
の
更
新
に
か
か
る
費
用
。

〜
中
富
団
地
共
益
費
〜

問
使
用
料
及
び
賃
借
料
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。答

現
在
入
居
者
数
が
74
戸

で
あ
り
、
現
状
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
は
足
り
な
い
た
め

別
の
駐
車
場
を
借
り
て
い
る
。

西
側
の
公
園
部
分
は
防
火
水
槽

も
あ
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
。
使
用
者
と
車
両
台
数
を
調

査
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

〜
農
地
防
災
事
業
〜

問
国
営
事
業
だ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
県
営
で
負

担
金
を
払
う
の
か
。

答
国
営
で
幹
線
部
分
の
整

備
は
さ
れ
た
が
、
井
隈

土
地
改
良
区
が
今
年
度
事
業
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
負
担

は
6
％
で
、
あ
と
は
国
と
県
で

負
担
し
て
い
る
。

〜
減
価
償
却
費
〜

問
無
形
固
定
資
産
減
価
償

却
費
に
つ
い
て
、
資
産

の
耐
用
年
数
は
何
年
か
。

答
耐
用
年
数
は
40
年
か
ら

50
年
。
無
形
固
定
資
産

減
価
償
却
費
は
県
が
整
備
し
た

幹
線
等
に
対
す
る
建
設
改
良
費

を
負
担
し
て
お
り
、
そ
の
施
設

利
用
権
を
減
価
償
却
費
と
し
て

毎
年
ほ
ぼ
定
額
で
減
価
償
却
し

て
い
く
。

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

令令
和和
元元
年年
度度

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

〜
ふ
る
さ
と
納
税
〜

問
大
口
は
何
件
あ
っ
た
の

か
。

答
1
0
0
万
円
が
1
件
、

30
万
円
が
1
件
あ
っ

た
。令令

和和
22
年年
度度

一一
般般
会会
計計
当当
初初
予予
算算

〜
生
徒
派
遣
補
助
金
〜

問
全
国
大
会
等
に
出
場
す

る
場
合
、
日
帰
り
で
参

加
可
能
な
隣
県
等
に
は
宿
泊
費

を
支
給
し
な
い
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
宿
泊
費
の
限
度
額

を
全
額
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
藍
住
町
児
童
生
徒
派
遣

費
補
助
運
用
基
準
を
一

部
見
直
し
、
諸
事
情
に
よ
り
必

要
不
可
欠
な
人
員
は
事
前
協
議

の
上
、
予
算
の
範
囲
内
で
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

た
だ
し
書
き
を
追
加
。
ま
た
、

宿
泊
費
の
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
宿
舎
が
指
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
限
度
額
を
領
収
書
の

額
と
す
る
と
い
う
見
直
し
を
し

て
い
る
。

〜
図
書
館
費
〜

問
図
書
館
で
自
習
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

答
建
設
当
時
か
ら
設
け
て

い
な
い
た
め
。

〜
西
幼
稚
園
ト
イ
レ

増
築
工
事
〜

問
何
基
増
築
予
定
で
、
増

築
分
は
全
て
洋
式
に
す

る
の
か
。

答
新
た
に
洋
式
を
3
基
ほ

ど
設
置
予
定
。

〜
謝
金
〜

問
内
訳
は
。

答
学
校
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

1
名
へ
月
14
万
円
、
そ

の
ほ
か
夏
休
み
の
各
種
教
室
の

講
師
謝
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。

〜
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
改
修
〜

問
年
次
計
画
は
。

答
藍
住
北
小
学
校
、
藍
住

南
小
学
校
、
藍
住
中
学

校
、
藍
住
西
小
学
校
の
順
番
で

改
築
予
定
。

〜
武
道
館
管
理
費
〜

問
1
2
8
万
円
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
内
容

は
。答

ト
イ
レ
の
改
修
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
る
減

額
。〜〜

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス

対対
策策
〜〜

問
予
算
を
と
る
予
定
は
な

い
の
か
。

答
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
予
備
費
の
活
用

な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
学
校
の
再
開
時
期
や
対

策
は
。

答
国
や
県
の
意
向
等
を
勘

案
し
な
が
ら
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
決
断
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

問
3
月
分
の
給
食
費
の
払

戻
し
は
す
る
の
か
、
納

入
業
者
へ
の
対
応
は
。

答
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

返
還
予
定
。
納
入
業
者

に
つ
い
て
は
、
発
注
の
数
量
等

を
変
更
し
、
4
月
、
5
月
で
調

整
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

職職
員員
定定
数数
条条
例例
のの

一一
部部
改改
正正

〜
職
員
定
数
条
例
〜

問
改
正
後
は
職
員
数
が
63

人
減
る
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

答
現
在
の
人
数
よ
り
若
干

多
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
等
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。

藍藍
住住
町町
適適
応応
指指
導導
教教

室室
のの
設設
置置
及及
びび
管管
理理

にに
関関
すす
るる
条条
例例

〜
キ
ャ
ロ
ッ
子
学
級
〜

問
生
徒
及
び
指
導
員
は
何

人
い
る
の
か
。

答
生
徒
数
は
年
度
後
半
に

は
約
20
人
。
2
名
の
指

導
員
と
非
常
勤
1
名
に
指
導
に

あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

町道の路線認定箇所を視察する建設産業常任委員
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安
倍
首
相
が
専
門
家
の
意
見

も
聞
か
ず
、
全
国
の
小
中
高

校
、
特
別
支
援
学
校
の
一
律
休

校
を
行
い
「
不
安
を
招
く
」

「
共
働
き
家
庭
な
ど
へ
の
影
響

が
大
き
い
」
な
ど
の
批
判
が
出

て
い
る
。

問
①
児
童
生
徒
に
対
応
す

る
指
導
、
保
護
者
へ
の

説
明
は
、
出
さ
れ
た
意
見
は
。

②
町
内
業
者
は
売
上
減
少
や
経

営
危
機
を
招
い
て
い
る
の
で
、

調
査
と
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
。

③
町
保
管
の
マ
ス
ク
3
万
枚
を

福
祉
施
設
や
学
童
保
育
な
ど
で

活
用
す
る
こ
と
。

答
①
近
所
の
公
園
な
ど
へ

行
く
こ
と
以
外
は
極
力

外
出
を
控
え
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
同
時
に
家
庭
学
習
の
支

援
や
高
校
入
試
対
策
、
生
活
に

関
す
る
助
言
も
必
要
に
応
じ
て

行
っ
て
い
る
。

②
経
済
産
業
省
が
緊
急
対
応
策

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
政
府
も

中
小
企
業
へ
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
予
定
。
ま
た
、
町
内
で
も

売
上
げ
が
急
減
し
て
い
る
事
業

者
が
増
え
て
お
り
、
商
工
会
等

と
連
携
し
て
情
報
提
供
や
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

③
現
状
よ
り
も
マ
ス
ク
の
需
要

が
高
ま
っ
た
場
合
を
考
え
、
現

在
の
と
こ
ろ
配
布
は
考
え
て
い

な
い
。

問
千
間
堀
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
議

会
で
の
答
弁
は
、「
検
討
し
ま
す
。

事
業
計
画
も
議
会
へ
提
出
す
る
」
と
言
っ
て

き
た
。
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
、

検
討
結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答
排
水
を
分
散
さ
せ
る
対
策
を
考
え
て

お
り
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。問

浸
水
被
害
の
多
い
場
所
と
そ
の
対
応

は
。

答
冠
水
箇
所
は
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
前
、
正

喜
地
地
区
、
コ
ー
ナ
ン
東
側
な
ど
。

局
部
的
な
改
良
を
施
工
し
て
い
る
。

問
排
水
路
の
改
修
の
年
次
計
画
と
必
要

な
予
算
額
は
。

答
第
5
次
藍
住
町
総
合
計
画
等
に
排
水

対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
莫
大

な
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策
は

実
施
で
き
て
い
な
い
。

市
町
村
耐
震
化
状
況
で
は
、
北
島
町

1
0
0
％
、
藍
住
町
12
・
4
％
と
遅
れ
て
い

る
。
熊
本
地
震
の
教
訓
は
耐
震
化
が
進
ん
で

い
た
の
で
水
道
普
及
工
事
が
早
く
す
ん
だ
。

問
①
藍
住
町
は
な
ぜ
耐
震
化
が
遅
れ
て

い
る
の
か
。

②
耐
震
化
の
年
次
計
画
と
必
要
な
総
額
予
算

は
。

③
耐
震
化
の
財
源
は
水
道
特
別
会
計
の
剰
余

金
12
億
円
や
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
（
下
水

道
事
業
の
赤
字
に
2
億
円
繰
入
れ
）
す
る
こ

と
。答

①
年
次
計
画
で
実
施
し
て
お
り
、
進

捗
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。

②
令
和
9
年
度
を
め
ど
に
基
幹
管
路
耐
震
適

合
率
目
標
を
20
％
に
設
定
し
て
い
る
。

必
要
な
総
額
予
算
は
、
約
5
億
円
。

③
一
般
会
計
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
繰
入
れ
は
今
の
と
こ
ろ
行
わ
な
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い

水
道
管
耐
震
化
は
優
先
的
に
行
う
こ
と

年
次
計
画
で
実
施
し
、進
捗
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
な
い

一般質問一般質問

はやし しげる

林 茂 議員
（厚生常任委員会）

排水路改修の年次計画をたてること
優先順位を設け実施していきたい

排水路改修の年次計画をたてること
優先順位を設け実施していきたい

水道管耐震化は優先的に行うこと
年次計画で実施し、進捗については遅れていない
水道管耐震化は優先的に行うこと
年次計画で実施し、進捗については遅れていない

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に

国
の
動
向
を
注
視
し
迅
速
な
対
応
に
努
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に

国
の
動
向
を
注
視
し
迅
速
な
対
応
に
努
め
る

排水対策として設置されたポンプ
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問
児
童
館
の
耐
震
や
施
設

の
劣
化
は
調
査
し
て
い

る
か
。答

新
耐
震
施
行
以
前
の
建

物
に
は
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
る
。

問
勝
瑞
児
童
館
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
い
と
の

保
護
者
の
声
が
あ
る
が
増
や
せ

な
い
か
。

答
周
辺
に
適
当
な
空
き
地

が
な
く
、
駐
車
場
を
直

ち
に
拡
張
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
対
策
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

答
午
前
7
時
30
分
か
ら
午

後
7
時
ま
で
を
開
園
時

間
と
し
て
お
り
、
利
用
状
況

は
、
3
割
、
4
割
程
度
。
職
員

を
増
員
し
、
利
用
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
も
努
め
て
い
る
。

問
子
供
も
職
員
も
マ
ス
ク

着
用
を
徹
底
し
て
い
る

が
マ
ス
ク
が
な
く
て
し
て
い
な

い
子
が
多
い
。
備
蓄
の
マ
ス
ク

を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
マ
ス
ク
の
自
己
調
達
が

困
難
な
場
合
に
備
え
町

備
蓄
マ
ス
ク
を
担
当
課
に
事
前

配
布
し
、
職
員
は
申
出
に
よ
り

利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
子
供
に
は
配
布
し
て

い
な
い
。

問
遊
具
の
点
検
、
修
理
、

新
設
は
し
て
い
る
か
。

答
毎
日
職
員
が
確
認
を
行

い
、
年
1
回
点
検
を
実

施
、
危
険
な
遊
具
は
随
時
補
修

し
て
い
る
。

問
移
動
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
対
策
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

等
は
現
在
基
礎
調
査
を
し
て
い

る
の
で
早
急
に
で
き
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、い
つ
で
き
る
の
か
。

答
来
年
度
末
に
計
画
を
策

定
し
、
事
業
開
始
は
令

和
3
年
度
以
降
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
核
的
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て

自
立
支
援
に
資
す
る
取
組
と

な
っ
て
い
る
。

問
認
知
症
の
現
状
と
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
初
期
段
階
か
ら
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
と
連
携
し
、
取
組
を
進

め
て
い
る
。

問
小
中
学
校
で
の
取
組
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
講
座
や
道
徳
の
教
科
書

教
材
等
を
通
し
て
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
等
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問
お
れ
お
れ
詐
欺
の
現
状

と
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
相
談
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
幼
稚

園
や
保
育
所
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
な

ど
の
子
供
た
ち
が
感
染
を
理
由
に
休
ん
だ
場

合
、
給
食
費
を
無
料
に
す
る
自
治
体
が
あ
る

が
本
町
の
取
組
は
。

答
3
月
末
ま
で
連
続
的
に
利
用
を
取
り

や
め
る
申
出
が
3
月
5
日
ま
で
に

あ
っ
た
場
合
は
、
3
月
分
の
利
用
料
及
び
給

食
費
を
免
除
す
る
取
扱
い
と
し
た
。

問
特
別
支
援
学
級
の
児
童
は
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
か
。

答
学
校
か
ら
課
題
を
出
す
な
ど
、
各
学

級
で
の
子
供
の
支
援
と
同
様
の
支
援

を
し
て
い
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

一般質問

お がわ ゆきひで

小川 幸英 議員
（総務文教常任委員会）

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

学校教育について
きめ細かな支援で対応していく
学校教育について
きめ細かな支援で対応していく

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

地域包括支援センター
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見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
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～藍住町 今・昔～

私が徳島市から藍住町へ転居したのは、昭和53年（1978年）29歳の時でした。当時の藍住町は、緑の田園が広
がるなかで住宅の建築が進む自然豊かな町であり、小学校が2校、中学校が1校、ほかに目立った文化施設等は
ありませんでした。道路網については、町内に新しい幹線道路はなく、地域内及び徳島市との交通渋滞が多発し
ておりましたが、四国三郎橋の新設や徳島北環状線の開通等により、地域内及び地域間の道路環境は大きく改善
しました。なかでも、高速道路の整備に伴い藍住町は県内有数の利便性の高い交通の要所となりました。四国各
県をはじめ京阪神方面や中国地方の各都市と1時間～2時間で往来
できるなど、藍住町に住み暮らしながら他地域との広域交流が容易
に図れるのでないかと思われます。なお、現在、四国新幹線計画（大
阪―徳島―高松―松山―大分）が議論されており、将来的には
新幹線による新しい交通体系の構築も期待できるものです。
これからの藍住町は、徳島県と同様に少子高齢化が進み高齢化社

会が必ず来ます。若者世代、高齢者世代が、ともに集い協調して暮
らせる町になってほしいと思っております。
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藍住北小学校旧校舎
（昭和54年に鉄筋コンクリートに建て替えられた）

地域おこし協力隊 藍染め
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